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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－36 官報公示 
整理番号 

7－1283(化審法) 
1－30(化学物質管理促進法) CAS番号 25068－38－6

 
 
 
名  称 

 
 
 

 
 4,4'-イソプロピリデンジフェ
ノールと 1-クロロ-2,3-エポキシ
プロパンの重縮合物(液状のも

のに限る。) 
 
 別名：ビスフェノール A型エ
ポキシ樹脂 

 
 
 
構 造 式
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(原料を示す) 

分 子 式 ― 分 子 量 ― 

市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：不明 
不純物      ：不明 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ  
 外 観：液体 

 融 点：文献なし  
 沸 点：文献なし 

 引 火 点：文献なし 
 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし 
 比 重：1.132) 
 蒸 気 密 度：該当せず 
 蒸 気 圧：該当せず 

 分 配 係 数：文献なし 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし       
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

文献なし 

 吸 脱 着 性：文献なし   
 粒 度 分 布：該当せず 
 溶 解 性：文献なし 
 換 算 係 数：該当せず 
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 2. 発生源・暴露レベル 

製造量等：平成 10年度  42,807 t (製造 42,015 t  輸入 792 t)3) 

放出・暴露量：文献なし 

用  途：塗料、電気・電子部品、接着剤、樹脂複合材料1) 

 

 

3. 環境運命 

1) 分解性 

報告なし。 

 

2) 濃縮性 

  報告なし。 

 

3) 環境分布・モニタリングデータ  

  報告なし。 

 

 

4. 生態毒性データ 

 

分類 生物名 LC50(mg/L) 
(暴露時間) 

EC50(mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 毒性区分*4) 

藻類 Selenastrum 
 capricornutum5) 

(セレナストラム) 

 > 1,000(96-h, 商品Ｃ) :  
増殖阻害 

分類基準外 

甲殻類 Daphnia magna6) 

(オオミジンコ) 
Daphnia magna7) 

(オオミジンコ) 
Daphnia magna7) 

(オオミジンコ) 

 
 

 21(48-h, 商品Ｃ) :  
遊泳阻害 

 1.7(48-h, 商品Ｂ) :  
遊泳阻害 

0.3(21-d, 商品Ｂ) :  
繁殖 NOEC 

急性カテゴリー 3
に相当 

急性カテゴリー 2
に相当 

魚類 Oncorhynchus 
 mykiss5) 

(ニジマス) 
Oncorhynchus 
 mykiss8) 

(ニジマス) 

> 1,000(96-h,  
商品Ｃ) 

 
> 1,000(96-h,  
商品Ｂ) 

 分類基準外 
 
 
分類基準外 

  * ：OECD分類基準値に基づく区分 
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 5. ほ乳動物毒性データ 

1) 急性毒性 

 マウス ラット ウサギ 

経口 LD50 商品 B 
(平均分子量 350-380)9)

> 500 mg/kg
商品 E 
(平均分子量 350)10) 

15,600 mg/kg

商品 B(平均分子量 
350-380)9, 11, 12)

> 1,000 mg/kg
商品D(平均分子量345)9)

13,600 mg/kg
商品E(平均分子量 350)9)

11,400 mg/kg
商品G13) > 5,000 mg/kg

商品E(平均分子量 350)9)
19,800 mg/kg

吸入 LC50 － － － 

経皮 LD50 商品 B 
(平均分子量 350-380)9,14)

> 1,270 mg/kg

商品 B(平均分子量 
350-380)9, 11, 12)

> 1,200 mg/kg 
商品 G 13) > 2,000 

mg/kg

－ 

腹腔内 LD50 商品D(平均分子量345)9)
1,780 mg/kg

商品E(平均分子量 350)9)
4,000 mg/kg

商品D(平均分子量345)9)
1,400 mg/kg

商品E(平均分子量 350)9)
2,400 mg/kg

－ 

商品 G(分子量は特定されていない)を F344ラットに 5,000 mg/kgで経口投与した実験

では歩行障害がみられているが、2,000 mg/kgで経皮投与した実験では影響はみられてい

ない13)。 

商品 B(平均分子量 350-380)をWistarラットに 1,000 mg/kgで経口投与した実験、1,600 

mg/kgで経皮投与した実験では影響はみられていない11)。 

 

2) 刺激性・腐食性 

商品 B(平均分子量 350-380)をウサギの眼に 0.1 mL適用した実験で軽度の刺激性がみ

られるとする報告9)と刺激性がみられないとする報告がある11)。 

商品 E(平均分子量 350)をウサギの皮膚に 24時間閉塞適用した実験9)、商品 G(分子量

は特定されていない)を 4時間適用した実験13)及び商品 E(平均分子量 350)をモルモット

の皮膚に適用した実験では刺激性はみられていない13, 15)。 

商品 B(平均分子量 350-380)をウサギの皮膚に 24 時間適用した実験で中程度の刺激性

がみられている9, 11, 12)。 

 

3) 感作性 

商品 B(平均分子量 350-380)11, 12)、商品 G(分子量は特定されていない)13)をモルモット

に適用した maximization testで強度の感作性が、また、商品 B(平均分子量 350-380)9)をモ

ルモットに適用した Beuhler法でも感作性がみられている。 

商品 E(平均分子量 350)、商品 F(平均分子量 不明)をモルモットに適用した実験で感作

性はみられていない13)。 
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 4) 反復投与毒性 

(1) 経口投与 

ラットに商品 E(平均分子量 350)を 0.2、1.0、5.0％の用量で 26 週間混餌投与した実験

で、5.0％で投与 2 週目までに全例死亡(10/10 例)しており、0.2％以上で腎臓の相対重量

増加、1.0％で体重増加抑制がみられている9, 14)。 

(2) 経皮投与 

雌雄のC3Hマウス(40匹/群)に商品 E(平均分子量 350)を 75 mg/匹/週で 2年間投与した

実験で、適用部位への軽度の刺激性と雌で死亡率の増加がみられたが、体重増加、血球

数、生化学検査値に異常はみられていない16)。 

CF1マウス(50匹/群)に商品 B(平均分子量 350-380)を 2、20 mg/匹(0.2 mL×1、10％)

を 2回/週×103週間投与した実験で、適用部位に軽度の刺激性がみられている17)。 

雌のウサギ(5 匹/群)に商品 F(平均分子量 不明)を 200、500、1,000、2,000 mg/kg/day

を 14日間適用した実験で、全投与群で下痢、摂餌量減少、鼻汁、皮膚の発赤及び浮腫の

増加がみられ、500 mg/kg/day以上の群で肝臓の相対重量増加がみられている18)。 

 

5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果* 
ビスフェノール A 型エポキシ樹脂中間体
(平均分子量 370) 
ネズミチフス菌 TA100、TA1535、大腸菌WP2 
uvrA 
0.305-10,000 µg/plateの S9(-/+)で陽性19) 
最大比活性値 1270 revertants/mg 
(TA100、S9(-)) 
(TA98、TA1537の S9(-/+)で陰性) 

＋ 

商品 B(平均分子量 350-380) 
ネズミチフス菌 TA100、0.1-0.5 µmol/plate、
S9(-) 
TA1535、0.54-54 µmol/plate、S9(-/+)20) 

＋ 

商品 G(分子量は特定されていない)  
ネズミチフス菌 TA100 S9(-/+)、TA1535 
S9(+)、31.25-4,000 µg/plate13) 
(TA1535の S9(-)、TA1537、TA1538の S9(-/+)で陰性) 

＋ 

復帰突然変異試験 

商品 E(平均分子量 350)  
ネズミチフス菌 TA98、TA100 S9(-/+)、
TA1535 S9(+)、32-3,200 µg/plate21) 
(TA1535の S9(-)、TA1537、TA1538の S9(-/+)で陰性) 

＋ 

商品 B(平均分子量 350-380) 
酵母 JDI、0.01-6.4 mg/mL、S9(-/+)22) ＋ 

in vitro 

遺伝子変換試験 

商品 G(分子量は特定されていない)  
酵母 JDI、0.01-5 mg/mL、S9(-/+)13) ＋ 
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 試験方法 試験条件 結果* 
ビスフェノール A型エポキシ樹脂中間体 
(平均分子量 370)19) 
CHL細胞、0.01-2.5mg/mL、連続 24及び 48時間処理
で陽性、+S9 mix処理で擬陽性 
D20=0.018mg/mL(-S9 mix、24時間処理、構造異常) 

＋ 

染色体異常試験 

商品 B(平均分子量 350-380) 
ラット肝細胞 RL4、10-20 µg/mL､24h処理22) ＋ 

商品 E(平均分子量 350) 
マウスリンフォーマ L5178Y、 
6.67-100 µg/mL、S9(-/+)13) 

＋ 
マウスリンフォーマ試

験 

商品 E(平均分子量 350) 
マウスリンフォーマ L5178Y TK+/-、 
0.005-5,000 µg/mL、S9(-) 
(S9(+)で陰性)23) 

＋ 

in vitro 

形質転換試験 商品 B(平均分子量 350-380) 
BHK細胞、31.25-250 µg/mL22) ＋ 

*＋：陽性 

 

6) 発がん性 

(1) 経口投与 

商品 E(平均分子量 350)を CF1マウスの雌雄に投与した実験で腫瘍発生の増加はみられ

ていないが、投与量、投与期間などの詳細は不明である24)。 

商品B(平均分子量 350-380)をCF1マウスの雄に投与した実験で腫瘍発生の増加はみら

れていないが、投与量、投与期間などの詳細は不明である24)。 

(2) 経皮投与 

商品 B(平均分子量 350-380)を雌雄の CF1マウス(50匹/群)に 2、20 mg/匹(0.2 mL×1、

10％)/回×2回/週×103週間投与した実験で、適用部位に軽度の刺激性がみられた他に影

響はみられず、皮膚の腫瘍発生率の増加はみられていない17)。 

商品 B(平均分子量 350-380)を雌雄の CF1マウス(50匹/性・群)に 2、20 mg/匹(0.2 mL

×1、10％)/回×2 回/週×103 週間投与した実験で、皮膚の腫瘍発生率の増加はみられて

いないが、雌投与群で全身のリンパ系/造血器系の腫瘍増加がみられている25)。 

商品 E(平均分子量 350)を雌雄の CF1マウス(50匹/性・群)に 2、20 mg/匹(0.2 mL×1、

10％)/回×2回/週×103週間投与した実験で、皮膚の腫瘍発生率の増加はみられていない

が、雄 10％群で腎腫瘍の増加がみられている25)。 

商品 E(平均分子量 350)を雌雄のC3Hマウス(40匹/群)に 75 mg/匹/週で 2年間投与した

実験で、雌で死亡率の増加がみられたが、皮膚の腫瘍発生率の増加はみられていない16)。 

 

7) 生殖・発生毒性 

  報告なし。 
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 6. ヒトへの影響 

1) 急性影響 

報告なし。 

 

2) 慢性影響 

ビスフェノール A型エポキシ樹脂は産業界で長く使用されており、皮膚感作性の報告が

なされている24)。職業的暴露による遅延型接触皮膚炎の発症が知られている24)。 

低分子量(分子量 < 900)あるいは高分子量(平均分子量 約 2,000)のビスフェノールA型

エポキシ樹脂に暴露されている労働者で末梢血リンパ球の染色体異常を調べた報告では、

いずれの集団でも対照群と比較して異常はみられていない24)。 

 

3) 発がん性26, 27, 28) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   1999年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2001年現在発がん性について評価されていない。 
ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 

4) 許容濃度27, 28) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2001年) 記載なし － 
 

 

7. 生体内運命 

報告なし。 

 

 

8. 分 類(OECD分類基準) 

 

区 分 分 類*4) 

急性毒性 分類基準外(経口及び経皮のデータによる) 

水圏生態毒性 急性カテゴリー2(甲殻類のデータによる) 

*本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路で
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 の値を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す水

圏環境生物種での値を用いて分類 
 

 

9. 総合評価 

1) 危険有害性の要約 

本物質には分子量の異なる様々な製品があり、それらは経口及び経皮経路から吸収され

るものと考えられている。 

ヒトにおいては皮膚感作性が報告されているほか、職業的暴露による遅延型接触皮膚炎

の発症が認められており、フェニルグリシジルエーテルと交差反応を示すことが知られて

いる。また、本物質のヒトにおける発がん性の報告はない。 

実験動物では眼刺激性、皮膚刺激性、感作性が認められている。急性毒性としては、歩

行障害がみられており、慢性毒性として肝臓及び腎臓の障害がみられている。変異原性・

遺伝毒性については、in vitroの報告しかないが、報告例は全て陽性である。発がん性につ
いては、経皮投与で雄マウスに腎腫瘍、雌マウスにリンパ系/造血系の腫瘍の発生が報告さ

れているが、適用部位(皮膚)での腫瘍発生は報告されていない。生殖・発生毒性としては、

流産、胎盤の壊死性変化が報告されている。 

本物質は環境中に放出された場合、物理化学的性状から考えて主として土壌及び底質に

分布するものと予想される。本物質の生分解性及び濃縮性についてはデータがない。環境

省のモニタリングデータはない。水圏環境生物に対する急性毒性は、甲殻類に対しては強

い。 

 

2) 指摘事項 

(1) 眼及び皮膚に対する刺激性、皮膚感作性を有する。 

(2) 実験動物において慢性毒性として肝臓及び腎臓への障害、生殖・発生毒性として流産、

胎盤の壊死性変化を引き起こす。 

(3) In vitroの変異原性・遺伝毒性試験において陽性を示す。 

(4) 実験動物において腎臓及びリンパ系/造血系の腫瘍の発生を示唆する報告がある。 

(5) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ

る。 
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 別表  

     試験に用いられたビスフェノール A型エポキシ樹脂 

商品記号 商品名 平均分子量 性状 

A C-618 1,100-1,200 白色粘稠液体 

B Epikote 828 350-380 粘稠液体 

C Epikote 1001-X-75 不明 粘稠液体 

D Epon 820 345 液体 

E Epon 828 350 淡黄色粘稠液体 

F Epon 9102 不明 液体 

G Epikote DX 6002 特定されていない 淡黄色透明液体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 13年 11月作成
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